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一　

鎌
倉
時
代
の
版
本
と
そ
の
装
訂

古
代
中
世
の
日
本
に
は
六
朝
か
ら
隋
唐
時
代
の
影
響
を
受
け
た
写
本
文
化
が
色
濃

く
遺
り
、
宋
版
を
受
け
入
れ
始
め
た
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
も
、
漢
籍
と
言
え
ば

写
本
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
装
訂
は
、
現
存
の
旧
鈔
本
を
見
る

限
り
、
経
史
の
典
籍
か
ら
唐
人
の
別
集
ま
で
、
巻
子
本
に
仕
立
て
る
こ
と
が
常
例
で

あ
っ
た
が
、
平
安
末
に
は
、
経
籍
の
疏
釈
に
冊
子
本
の
用
い
ら
れ
た
例
が
見
ら
れ

る①
（
図
1
）。
そ
し
て
、
正
統
的
な
漢
籍
の
世
界
で
は
副
次
的
な
内
容
に
制
限
さ
れ
た

冊
子
本
が
、
儒
学
か
ら
は
距
離
を
置
く
仏
教
寺
院
の
学
問
や
、
宮
廷
に
於
け
る
仮
名

文
学
の
書
に
用
い
ら
れ
、
普
及
の
幅
を
広
げ
て
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

冊
子
写
本
の
様
式
は
、
敦
煌
出
土
の
文
献
と
、
あ
る
程
度
、
そ
の
揆
を
一
に
す
る

も
の
で
あ
り
、
中
国
で
縫
繢
装
、
胡
蝶
装
と
呼
ば
れ
る
形
に
、
比
較
的
近
い
。
し
か

し
そ
の
機
能
に
つ
い
て
見
る
と
、
携
帯
用
、
ま
た
随
時
参
酌
の
便
宜
に
従
う
側
面
の

他
に
、
特
に
仮
名
文
学
の
分
野
で
は
、
審
美
的
な
観
点
か
ら
も
冊
子
本
の
採
用
さ
れ

た
こ
と
が
、
平
安
時
代
の
遺
品
か
ら
伺
え
る②
（
図
2
）。

日
本
で
は
、
宋
版
に
対
す
る
「
胡
蝶
装
」
の
称
を
避
け
て
「
粘
葉
装
」
と
呼
ば
れ

る
糊
付
け
の
冊
子
は
、
主
に
写
本
の
器
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
。
特

に
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
、
寺
院
社
会
で
大
い
に
流
行
し
た
こ
と
が
、
や
は

り
当
時
の
遺
品
か
ら
伺
え
る
。
こ
の
時
代
、
奈
良
や
京
都
の
寺
院
で
は
、
様
〻
な
宗

派
が
隆
盛
を
競
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
視
す
る
経
典
と
、
教
学
を
確
立
し
た
祖
師
の
著

作
が
、
日
常
的
に
親
し
く
学
ば
れ
た
。
そ
れ
を
支
え
た
書
籍
の
形
が
、
粘
葉
装
の
冊

子
で
あ
り
、
押
し
界
や
朱
墨
の
点
校
を
加
え
た
、
両
面
書
写
の
鈔
本
が
行
わ
れ
て
い

る
。一

方
、
こ
の
頃
の
奈
良
や
京
都
の
仏
寺
は
、
版
本
導
入
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。
こ

れ
に
は
十
二
世
紀
の
日
宋
貿
易
の
発
達
と
、
そ
れ
に
便
乗
す
る
入
宋
帰
国
僧
の
も
た

ら
し
た
宋
版
、
殊
に
大
蔵
経
の
将
来
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る③
。
例
え
ば
、
平

安
時
代
後
期
に
奈
良
の
興
福
寺
で
作
ら
れ
た
版
本
の
経
典
、
法
相
宗
の
教
学
書
は
、

概
ね
宋
版
『
開
宝
蔵
』
の
如
き
、
巻
子
の
印
刷
本
で
あ
る④
。

日
本
で
は
当
時
一
般
に
、
版
本
の
経
典
を
「
摺
経
（
す
り
ぎ
ょ
う
）」
と
呼
ん
で
い

た
が
、
そ
の
装
訂
が
、
始
め
巻
子
本
、
後
に
折
帖
と
な
っ
た
こ
と
は
、
宋
版
大
蔵
経

の
変
化
と
同
様
で
あ
る
。
但
し
日
本
の
場
合
、
摺
経
の
用
途
が
、
法
会
等
、
仏
院
の

儀
式
へ
の
奉
納
で
あ
り
、
多
数
の
経
典
を
造
っ
て
喜
捨
す
る
写
本
時
代
か
ら
の
伝
統

に
則
り
、
写
経
の
代
替
と
し
て
そ
の
数
を
競
っ
た
背
景
か
ら
、
版
式
と
字
様
に
筆
写

本
の
様
式
を
色
濃
く
遺
し
、
写
本
の
複
製
と
い
う
本
義
を
体
現
す
る
た
め
の
、
外
形

的
特
色
を
生
じ
て
い
た⑤
。

こ
の
情
況
下
に
、
鎌
倉
時
代
の
教
学
隆
盛
、
粘
葉
装
の
冊
子
流
行
の
局
面
を
迎
え
、

写
本
仕
様
の
版
本
と
粘
葉
装
の
教
学
書
と
が
融
合
し
、
日
本
独
特
の
版
本
を
産
み
出

し
た
。
こ
れ
ら
は
奈
良
時
代
以
来
の
華
厳
宗
の
本
山
で
あ
る
東
大
寺
、
平
安
時
代
初

期
に
唐
代
の
密
教
を
移
植
し
た
高
野
山
金
剛
峰
寺
や
比
叡
山
延
暦
寺
、
平
安
後
期
に

京
都
に
興
っ
た
新
興
の
宗
派
で
あ
る
浄
土
教
の
出
版
等
に
、
悉
く
採
用
さ
れ
た⑥
。

五
山
版
の
装
訂

住　

吉　

朋　

彦
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1．旧鈔本『儀礼疏』（宮内庁書陵部蔵）

2．粘葉本『和漢朗詠集』（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）
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鎌
倉
時
代
の
粘
葉
装
冊
子
版
本
の
、
形
態
の
特
色
を
述
べ
て
お
く
と
、
写
本
さ
な

が
ら
の
字
様
で
匡
郭
界
線
を
闕
き
、
両
面
刷
り
と
い
う
点
が
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
見
れ
ば
、
粘
葉
装
で
は
一
紙
を
半
折
し
て
、
各
半
葉
の
表
裏
を
使
用

す
る
こ
と
か
ら
、
一
紙
で
半
張
四
面
分
に
対
応
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
内
容
上
、

紙
葉
の
裏
か
ら
表
へ
、
ま
た
表
か
ら
裏
へ
と
続
い
て
い
く
た
め
、
料
紙
と
本
文
の
対

応
関
係
で
見
る
と
、
第
一
半
張
と
第
二
半
張
が
裏
表
、
ま
た
第
三
半
張
と
第
四
半
張

が
表
裏
の
関
係
と
な
る
。
こ
れ
を
一
紙
の
表
裏
と
し
て
考
え
る
と
、
裏
面
に
第
一
半

張
と
第
四
半
張
、
表
面
に
第
二
半
張
と
第
三
半
張
が
配
置
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

を
一
組
み
と
し
て
初
め
て
、
一
張
分
ず
つ
の
印
刷
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
実
際
、

僅
か
に
現
存
す
る
当
時
の
版
木
を
観
察
す
る
と
、
本
文
の
順
序
を
入
れ
換
え
、「
四
・

一
、二
・
三
」「
八
・
五
、六
・
七
」
と
続
く
様
に
配
置
し
、
雕
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
印
刷
を
支
え
る
版
木
の
特
色
は
、
巻
子
に
用
い
ら
れ
た
幅
七
十
五
乃
至
一
百

糎
程
度
の
長
版
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
、
版
木
一
片
の
両
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
張
分
、

し
か
し
そ
れ
は
、
半
張
単
位
で
見
る
と
、
右
か
ら
「
三
・
二
、一
・
四
」、
ま
た
「
七
・

六
、五
・
八
」
と
排
列
さ
れ
、
粘
葉
装
両
面
刷
り
に
対
応
し
て
い
る
。
長
版
の
保
存
さ

れ
た
理
由
は
俄
に
定
め
難
い
が
、
寺
院
に
於
い
て
冊
子
本
の
印
刷
が
始
ま
っ
た
た
め

に
、
摺
経
の
長
版
と
同
じ
様
に
、
版
材
を
調
達
、
使
用
、
保
存
す
る
必
要
が
あ
っ
た

こ
と
に
依
る
の
で
は
な
い
か
、
と
仮
に
考
え
て
お
く
。

こ
こ
に
、
日
中
の
版
木
の
様
式
が
分
か
れ
た
、
大
き
な
分
岐
点
が
あ
る
。
中
国
で

は
当
初
か
ら
、
一
紙
に
対
し
て
版
の
一
面
を
対
応
さ
せ
る
原
則
が
貫
か
れ
、
巻
子
や

経
摺
装
か
ら
変
化
し
て
、
胡
蝶
装
の
片
面
印
刷
が
始
ま
っ
た
時
、
版
木
の
一
面
と
一

張
が
対
応
す
る
よ
う
、
短
版
の
様
式
を
採
っ
て
版
木
の
方
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
で
は
、
長
版
の
様
式
が
保
存
さ
れ
、
そ
の
上
で
冊
子
本
を
印

刷
す
べ
く
、
工
夫
が
為
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
写
本
の
複
製
と
い
う
通
念
の
下
、

長
版
を
保
有
し
て
来
た
寺
院
で
冊
子
の
印
刷
が
始
ま
っ
た
と
い
う
、
文
化
社
会
史
的

情
況
の
相
違
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
か
く
も
、
鎌
倉
時
代
の
日
本
で
は
、
写
本
の
複
製
と
し
て
の
版
本
と
い
う
通

念
が
、
仏
教
寺
院
の
中
に
維
持
さ
れ
、
中
国
と
は
異
な
る
書
籍
の
様
式
を
生
じ
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
情
況
を
一
新
し
た
の
が
、
第
三
章
に
述
べ
る
五
山
版
の
刊
行
で
あ

る
。

二　

日
蔵
宋
版
の
改
装

平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
は
、
宋
版
の
受
容
が
始
ま
っ
た
年
代
に
当
た
る
。
版
本
将

来
の
実
行
者
は
、
入
宋
留
学
僧
と
、
彼
ら
を
船
舶
で
移
送
し
た
海
商
達
で
あ
り
、
特

に
後
者
は
、
仏
教
経
典
で
は
な
く
、
世
俗
の
宋
版
を
宮
廷
周
辺
の
貴
人
に
贈
呈
し
、

そ
の
関
心
を
惹
い
た
。
日
本
の
古
記
録
に
掲
載
さ
れ
る
海
商
の
名
は
中
国
風
で
、
明

州
を
外
洋
航
行
の
出
発
地
と
す
る
者
の
他
、
日
本
側
の
出
発
地
と
な
る
博
多
に
居
住

し
た
華
僑
や
、
そ
の
取
引
相
手
と
想
定
さ
れ
る⑦
。

当
時
、
貴
重
な
宋
版
を
有
ち
得
た
日
本
人
は
、
宮
廷
周
辺
の
権
力
者
と
、
そ
の
信

任
を
得
た
儒
者
達
で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
、
藤
原
道
長
が
『
文
選
』
や
『
文
集
』

の
宋
版
を
保
持
し⑧
、
平
安
末
に
は
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
藤
原
頼
長
が
、
経
史
の
版
本

を
蒐
集
し
た
。
同
時
期
に
活
動
し
た
明
経
博
士
の
清
原
頼
業
や
、
頼
長
の
権
力
を
奪

取
し
た
藤
原
通
憲
も
、
宋
版
に
接
し
た
痕
跡
が
あ
る⑨
。
貴
族
か
ら
武
威
を
も
っ
て
政

権
を
譲
ら
せ
た
平
清
盛
も
、
孫
に
当
た
る
後
の
安
徳
天
皇
に
宋
版
の
『
太
平
御
覧
』

を
贈
っ
た⑩
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
版
本
は
現
在
に
遺
存
し
な
い
。

鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、
収
税
や
治
安
維
持
の
権
力
が
東
国
の
武
士
に
移
る
と
、
次

第
に
鎌
倉
の
武
家
に
も
学
問
が
求
め
ら
れ
、
日
宋
貿
易
の
一
端
と
し
て
、
宋
版
の
蒐

集
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
遺
例
が
、
金
沢
北
条
氏
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
金

沢
文
庫
本
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
の
徴
証
は
、
早
く
に
鈐
記
さ
れ
た
「
金
澤
文
庫
」

印
の
存
在
を
主
と
す
る
が
、
僅
か
に
そ
れ
が
な
い
例
も
、
あ
る
よ
う
で
あ
る⑪
。

ま
た
入
宋
留
学
僧
の
中
に
、
禅
宗
に
帰
依
す
る
者
が
現
れ
、
そ
の
後
継
者
達
が
陸
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続
と
中
国
に
赴
き
、
江
南
の
名
刹
に
入
っ
て
高
僧
の
印
可
を
求
め
た
際
、
当
地
の
文

雅
や
書
籍
文
化
も
、
宗
教
と
同
時
に
学
ば
れ
た
。
禅
僧
の
関
心
は
教
学
以
外
の
多
方

面
に
及
ぶ
た
め
、
そ
の
将
来
す
る
書
籍
の
中
に
は
、
世
俗
の
宋
版
も
多
く
含
ま
れ
た
。

禅
僧
の
将
来
し
た
宋
版
の
代
表
的
な
遺
例
は
、
京
都
東
福
寺
の
開
山
で
あ
る
円
爾
将

来
の
、
普
門
院
蔵
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
仏
典
禅
籍
の
他
に
、
四
部
の
漢
籍
が
含

ま
れ
る
。
こ
の
普
門
院
蔵
書
の
徴
証
は
、
や
は
り
中
世
の
鈐
記
と
思
わ
れ
る
「
普
門

院
」
印
で
あ
る⑫
。

将
来
の
時
期
か
ら
考
え
、
金
沢
文
庫
や
普
門
院
の
宋
版
は
、
み
な
宋
刊
宋
印
本
で

あ
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
も
と
の
装
訂
が
維
持
さ
れ
て
い
る
例
は
、
殆
ど
見

ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
み
な
元
胡
蝶
装
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、「
金
澤

文
庫
」「
普
門
院
」
印
が
、前
後
の
半
葉
に
鏡
映
し
に
附
着
す
る
事
例
等
に
よ
っ
て
容

易
に
推
測
さ
れ
る
。
僅
か
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
す
る
金
沢
文
庫
旧
蔵
の
宋
版
『
太

平
寰
宇
記
』
残
本
は
、
現
在
も
胡
蝶
装
の
姿
を
留
め
て
い
る
が
、
鈐
印
が
現
在
の
分

冊
に
合
わ
な
い
点
か
ら
見
て
、
改
装
を
経
て
い
る
よ
う
で
あ
る⑬
（
図
3
）。
そ
の
他
の

日
蔵
宋
版
旧
本
は
、
現
在
は
殆
ど
袋
綴
綫
装
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

「
普
門
院
」
印
の
鈐
記
は
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）、
円
爾
帰
国
以
降
、
恐
ら
く
は
円

爾
示
寂
後
の
こ
と
で
あ
り
、『
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
』
を
編
集
し
、
普

門
院
蔵
書
を
整
理
し
た
大
道
一
以
（
一
二
九
二
―
一
三
七
〇
）
の
頃
と
推
測
さ
れ
る
が
、

中
世
に
鈐
記
さ
れ
た
古
印
と
見
ら
れ
る
以
外
、
下
限
に
つ
い
て
は
決
め
手
が
な
い
。

た
だ
上
原
究
一
氏
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
す
る
宋
宝
慶
三
年

（
一
二
二
七
）
序
刊
本
『
魏
氏
家
蔵
方
』
の
一
部
の
冊
で
は
、
現
在
の
綫
装
と
同
じ
く

山
折
り
の
料
紙
に
「
普
門
院
」
印
記
の
鈐
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る⑭
（
図
4
）。
こ

の
事
例
は
、
お
お
よ
そ
十
六
世
紀
以
前
の
、
比
較
的
早
い
時
期
に
、
日
本
で
も
胡
蝶

装
の
宋
版
の
改
装
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
金
澤
文
庫
」
印
に
は
少
な
く
と
も
十
数
種
あ
る
が
、後
世
の
偽
造
と
考
え
ら
れ
る

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
三
類
に
分
け
ら
れ
、
金
沢
文
庫
ま
た
は
、
後
に
蔵

書
を
管
理
し
た
称
名
寺
で
の
使
用
と
見
做
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
宋
版
に
使
用
さ
れ
た

も
の
は
、
第
二
、
第
三
類
の
印
記
で
あ
る
。
第
二
類
の
鈐
記
は
少
な
く
と
も
弘
安
元

年
（
一
二
七
八
）
以
後
（
旧
鈔
本
『
春
秋
経
伝
集
解
』
巻
十
四
至
十
五
）、
同
じ
く
第
三
類

は
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
以
後
（
旧
鈔
本
『
群
書
治
要
』
巻
十
四
）
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
第
三
類
の
諸
印
は
同
一
書
籍
内
に
雑
鈐
さ
れ
る
た
め
、
並
行
す
る
同
時
期
の
使

用
と
想
定
さ
れ
る
。

第
二
類
の
印
記
は
、
鈐
さ
れ
た
鈔
本
の
書
写
年
代
が
比
較
的
古
く
、
早
期
の
使
用

と
考
え
ら
れ
る
。
金
沢
文
庫
の
名
称
は
、元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
滅
亡
し
た
金
沢

北
条
氏
の
所
有
を
意
味
す
る
か
ら
、
一
部
の
印
は
元
弘
以
前
の
製
造
と
、
一
応
は
見

做
さ
れ
る
が
、
鈐
印
の
時
期
は
そ
れ
以
降
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

例
え
ば
、
室
町
前
期
、
関
東
管
領
と
し
て
実
権
を
掌
握
し
た
上
杉
憲
実
、
憲
忠
父

子
が
足
利
学
校
に
寄
進
し
た
、〔
宋
紹
煕
嘉
定
間
（
一
一
九
〇
―
一
二
二
四
）〕
刊
本
『
附

釈
音
毛
詩
註
疏
』
他
の
、
宋
版
五
経
注
疏
合
刻
本
に
は
、
金
沢
文
庫
本
で
あ
ろ
う
と

目
さ
れ
る
も
の
の
「
金
澤
文
庫
」
印
が
な
い
。
一
方
、
憲
実
の
手
に
よ
っ
て
大
内
氏

の
領
内
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
、
周
防
国
清
寺
旧
蔵
の
宋
紹
興
九
年

（
一
一
三
九
）
刊
単
疏
本
『
毛
詩
正
義
』
に
は
、
第
二
類
の
「
金
澤
文
庫
」
印
が
認
め

ら
れ
る
。
憲
実
の
学
校
へ
の
寄
進
は
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）、
大
内
氏
治
下
の
長

門
大
寧
寺
に
至
っ
た
の
が
宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
で
あ
る
か
ら
、こ
の
頃
に
第
二
類

鈐
印
の
進
行
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る⑮
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
金
沢
文
庫
本
の

宋
版
に
は
、
胡
蝶
装
の
時
に
鈐
さ
れ
た
痕
跡
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
当
初
は
み
な
胡

蝶
装
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
、
一
応
は
可
能
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
金
沢

文
庫
本
の
宋
版
の
改
装
が
始
ま
っ
た
の
は
、
早
く
て
も
室
町
時
代
前
期
、
十
五
世
紀

以
降
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）、
北
条
氏
政
、
氏
康
父
子
か
ら
足
利
学
校
の
庠
主
九

華
（
玉
崗
瑞
璵
）
に
贈
ら
れ
た
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
〔
南
宋
初
〕〔
明
州
〕
刊

本
『
文
選
』
の
毎
冊
尾
に
は
、
第
三
類
の
「
金
澤
文
庫
」
印
が
鈐
さ
れ
て
い
る
（
図
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5
）。
該
本
は
、
永
禄
三
年
六
月
、
生
国
の
大
隅
に
帰
還
の
途
次
、
相
模
に
立
ち
寄
り

『
三
略
』
を
講
じ
た
九
華
に
対
し
、
学
校
庠
主
へ
の
再
任
を
請
う
た
め
に
、
北
條
氏
政

が
寄
進
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
の
氏
政
の
伏
虎
方
形
大
朱
印
と
、
九
華
の
墨
識

を
有
す
る
。
ま
た
九
華
の
弟
子
で
天
正
十
五
年
（
一
五
八
二
）
に
庠
主
を
嗣
い
だ
三
要

（
閑
室
元
佶
）
朱
墨
書
入
の
識
語
も
見
え
る
。
こ
の
版
本
の
原
本
を
見
る
と
、
現
在
は

袋
綴
綫
装
で
あ
る
が
、「
金
澤
文
庫
」
印
と
共
に
、
氏
政
の
虎
印
も
、
現
在
は
背
中
合

せ
に
な
っ
た
前
半
張
に
映
っ
て
お
り
、
こ
の
時
ま
で
谷
折
り
の
、
恐
ら
く
は
胡
蝶
装

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
三
要
に
よ
る
夥
し
い
書
入
れ
は
、
山
折
り

時
の
対
面
に
悉
く
映
っ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
に
は
袋
綴
に
直
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
是
と
す
れ
ば
、
該
本
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
か
ら
、
三

要
が
京
都
の
豊
臣
秀
次
の
下
に
遷
っ
た
天
正
十
九
年
（
一
五
八
六
）
ま
で
の
間
に
、九

華
か
三
要
の
、
ど
ち
ら
か
の
手
で
改
装
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
金
沢
文
庫
本
の
改
装
は
、
少
な
く
と
も
十
五
世
紀
半
ば

頃
か
ら
十
六
世
紀
の
間
に
行
わ
れ
た
と
結
論
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、こ
れ
ら
の
宋
版
と
、

続
く
元
版
も
含
め
た
中
国
の
版
本
は
、
日
本
の
年
代
で
言
え
ば
、
南
北
朝
室
町
時
代

に
、
次
〻
と
改
装
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
契
機
は
、
や
や
先
行

す
る
五
山
版
の
装
訂
に
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

早
期
五
山
版
の
姿

鎌
倉
時
代
末
期
、
宋
代
仏
教
の
影
響
を
受
け
、
新
た
に
日
本
に
移
植
さ
れ
た
宗
派

で
あ
る
禅
宗
の
教
団
は
、
活
潑
に
教
学
を
発
展
さ
せ
て
い
た
日
本
在
来
の
各
宗
派
に

仿
い
、
教
学
書
の
出
版
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
特
定
の
経
典
に
過
度
に
帰
依
せ
ず
、

師
匠
と
弟
子
の
間
の
直
接
の
教
導
を
第
一
と
す
る
尊
祖
の
考
え
か
ら
、
祖
師
の
著
作

や
語
録
を
出
版
し
た
の
が
、
そ
の
始
ま
り
で
、
鎌
倉
寿
福
寺
に
居
た
来
朝
僧
の
大
休

正
念
が
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）、
檀
越
で
あ
っ
た
金
沢
北
条
氏
の
二
世
顕
時
に
勧

め
て
、
唐
の
黄
檗
希
運
の
『
伝
心
法
要
』
を
刊
行
さ
せ
た
こ
と
は
、
初
期
の
事
例
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る⑯
。

鎌
倉
時
代
の
来
朝
僧
は
、
鎌
倉
に
拠
点
を
置
い
た
北
条
氏
が
、
新
た
な
政
権
に
相

応
し
い
宗
教
政
策
と
し
て
禅
宗
を
優
遇
し
、
建
長
寺
や
円
覚
寺
を
築
き
、
そ
の
指
導 5．金沢文庫本宋版『文選』（足利市蔵）
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者
と
し
て
宋
か
ら
招
い
た
僧
侶
達
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
入
宋
僧
や
海
商
の
働
き
か
け

に
よ
っ
て
、
日
宋
貿
易
の
中
国
側
の
拠
点
で
あ
っ
た
、
浙
江
方
面
の
禅
刹
か
ら
来
日

し
た
が
、
南
宋
時
代
に
当
た
る
こ
の
時
期
の
臨
安
周
辺
が
、
出
版
の
拠
点
で
も
あ
っ

た
こ
と
は
、
日
本
の
禅
宗
の
出
版
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た⑰
。

そ
れ
は
、
中
国
の
禅
院
で
は
既
に
祖
師
の
語
録
を
刊
行
す
る
習
慣
が
根
付
い
て
お

り
、
世
俗
の
書
と
変
わ
ら
な
い
様
式
の
版
本
が
造
ら
れ
て
い
て
、
来
朝
僧
も
そ
の
効

用
を
よ
く
心
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
建
長
寺
を
開
剏
し
た
蘭
渓
道
隆
の

語
録
は
、
中
国
で
の
開
刻
が
試
み
ら
れ
て
い
る
し⑱
、
上
述
の
大
休
正
念
や
、
円
覚
寺

と
、
京
の
南
禅
寺
に
も
居
住
し
た
兀
庵
普
寧
の
語
録
に
つ
い
て
も
、
日
本
で
の
編
集

な
が
ら
、
宋
版
と
見
紛
う
様
な
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
日
本
の
禅
宗
も
、
教
学
書
の
出
版
と
い
う
手
法
を
、
在
来
の
他
宗
派
に
も

増
し
て
積
極
的
に
採
用
し
た
し
、
写
本
の
複
製
と
い
う
、
日
本
の
出
版
の
既
成
概
念

を
廃
し
て
、
新
た
に
宋
版
の
様
式
を
採
用
し
た⑲
。
こ
の
動
き
は
、
京
都
の
東
福
寺
や

南
禅
寺
に
も
共
起
し
、
円
覚
寺
の
無
学
祖
元
の
会
下
に
出
た
夢
窓
疎
石
の
一
派
が
、

室
町
幕
府
と
結
び
、
宋
制
に
仿
う
五
山
官
寺
の
経
営
に
参
画
す
る
過
程
で
、
そ
の
拠

点
と
な
っ
た
嵯
峨
天
龍
寺
、
臨
川
寺
に
於
い
て
も
、
宋
元
版
に
基
づ
く
翻
刻
が
陸
続

と
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
、
内
容
上
も
出
版
様
式
の
上
か
ら
も
、
他
の
刊
者
と
一
線
を

画
す
る
所
の
、
五
山
版
が
成
立
し
た
。

早
期
五
山
版
の
特
色
は
、
様
式
の
他
、
出
版
事
業
の
在
り
方
に
も
認
め
ら
れ
る
。

在
来
の
寺
院
出
版
は
、
寺
院
内
部
に
於
け
る
教
学
の
興
隆
と
い
う
必
要
か
ら
行
わ
れ

た
他
、
専
ら
経
典
の
権
威
を
支
点
と
し
、
外
護
者
に
よ
る
荘
厳
と
し
て
、
寺
院
の
請

負
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
五
山
版
で
は
、
禅
宗
の
僧
徒
が
主
導
し
、
緇
素
の

捐
資
を
集
め
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
た
刊
行
主
体
を
構
成
す
る
か
、
外
護
者
が
居
士
信

女
と
し
て
寺
院
に
内
在
し
、
そ
の
主
体
的
行
為
と
称
し
て
出
版
が
行
わ
れ
た
。
南
禅

寺
に
於
け
る
『
古
林
和
尚
語
録
』『
古
林
和
尚
偈
頌
拾
遺
』
の
編
刊
、建
仁
寺
に
於
け

る
『
景
徳
伝
灯
録
』『
五
灯
会
元
』
の
刊
行
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
（
建
仁
寺
版
に
つ

い
て
後
述
）。

こ
れ
は
、
出
版
を
教
団
の
求
心
力
涵
養
に
利
用
す
る
施
策
で
あ
っ
て
、
私
人
と
し

て
の
士
大
夫
を
惹
き
付
け
て
い
た
、
中
国
禅
宗
の
活
動
に
学
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
五

山
版
の
最
大
の
特
色
は
、
宋
代
中
国
に
行
わ
れ
た
、
社
会
的
行
為
と
し
て
の
出
版
の

模
仿
と
い
う
点
に
認
め
ら
れ
、
宋
版
様
式
の
採
用
は
、
そ
の
具
体
的
な
表
出
の
一
な

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
当
初
五
山
版
の
装
訂
は
、
中
国
風
で
あ
る
こ
と
が
眼
に
も
明
か
な
、
宋

版
の
胡
蝶
装
に
仿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
、
そ
の
後
の
改
装
に
よ
り
、

当
初
の
姿
を
伝
え
る
事
例
が
非
常
に
稀
で
あ
る
こ
と
は
、
宋
版
と
同
様
で
あ
る
。

そ
の
間
の
事
情
を
伝
え
る
遺
品
の
一
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
に
蔵
す
る
鎌
倉
末
刊

行
の
南
禅
寺
版
『
叢
林
公
論
』
で
あ
る
（
図
6
）。
こ
の
書
は
宋
僧
恵
彬
が
、
儒
家
や

世
俗
の
思
想
と
禅
家
を
比
較
し
、
後
者
の
優
位
を
説
い
た
内
容
で
、
恐
ら
く
は
宋
版

を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
の
版
本
は
伝
存
し
な
い
。
こ
の
書
は
南
禅
寺
を

興
し
た
規
庵
祖
円
が
舶
載
書
を
覆
刻
し
、
そ
の
版
木
を
自
ら
の
住
院
で
あ
る
帰
雲
院

に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
に
誤
刻
改
版
の
行
わ
れ
た
記
録
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
刊
刻
と
知
ら
れ
る⑳
。

本
版
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
は
、
首
張
前
半
の
紙
背
に
「
叢

林
公
論
」
の
題
目
、
末
張
後
半
の
紙
背
に
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
の
蒙
山
智
明
の

識
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
本
は
現
在
袋
綴
綫
装
で
あ
り
、
題
目
、
識
語
が
背
面
に
内

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
元
来
外
側
に
露
呈
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
胡
蝶
装

の
形
で
あ
っ
て
、
初
め
て
意
味
を
為
す
形
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
袋
綴
へ
の
改

装
は
延
文
四
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
例
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
蔵
す
る
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
刊
本
の

『
景
徳
伝
灯
録
』
を
挙
げ
る
（
図
7
）。
本
書
は
北
宋
時
代
の
蘇
州
の
僧
道
原
が
、禅
宗

師
資
の
問
答
の
要
諦
を
、
宗
派
伝
流
に
沿
っ
て
編
纂
集
成
し
た
一
大
著
作
で
、
本
版

は
、
元
延
祐
三
年
（
一
三
一
六
）
湖
州
万
寿
寺
刊
本
を
元
に
、
京
の
建
仁
寺
天
潤
庵
を
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開
い
た
入
元
僧
可
翁
宗
然
の
弟
子
に
当
た
る
大
用
宗
任
が
、
前
伊
勢
守
若
江
氏
の
施

財
を
得
て
刊
行
し
た
版
本
で
あ
る
。

本
版
の
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
は
、後
の
学
僧
に
よ
る
満
紙
書
入
本
で
あ
り
、

そ
の
注
記
は
紙
背
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
表
紙
こ
そ
変
更
さ
れ
、
後
世
に
糸

で
補
強
さ
れ
て
い
る
が
、包
背
の
糊
綴
じ
本
と
し
て
、胡
蝶
装
の
旧
形
を
現
在
も
保
っ

て
い
る
。
な
お
該
本
の
紙
葉
の
両
端
に
は
、
稀
に
隣
接
す
る
張
子
の
辺
欄
と
、
首
末

の
文
字
の
点
画
が
微
か
に
映
っ
て
お
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
版
本
の
版
木
上
の
構
成

は
、
二
張
が
一
面
に
配
さ
れ
た
鎌
倉
期
以
来
の
形
と
み
ら
れ
る
。

加
え
て
、
同
版
の
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
本
は
、
江
戸
時
代
初

期
、
十
七
世
紀
初
め
頃
後
補
の
丹
表
紙
を
具
え
る
袋
綴
綫
装
本
で
あ
る
が
、
版
心
に

著
し
い
虫
損
が
あ
っ
て
、
胡
蝶
装
の
原
姿
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
或
い
は
東
北
大
蔵

本
と
同
様
で
あ
っ
た
も
の
を
、
江
戸
初
以
前
に
改
装
し
た
形
か
も
知
れ
な
い
。
該
本

は
、
中
世
に
は
東
福
寺
派
の
禅
院
、
堺
海
会
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
が
、
日
本
伝
来
の

朝
鮮
版
諸
伝
本
に
も
共
通
す
る
家
形
の
蔵
書
印
に
拠
り
、
近
世
初
頃
に
は
三
要
の
旧

蔵
で
あ
っ
た
と
判
明
す
る㉑
。

こ
の
よ
う
に
、
五
山
版
は
、
当
初
は
装
訂
の
上
で
も
、
宋
版
に
仿
い
造
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
理
由
は
、
観
る
者
に
在
来
の
版
本
と
は
全
く
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
純

中
国
式
の
版
本
を
、
日
本
に
現
前
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
五
山
版
の
装
訂
も
、
日
本
の
禅
宗
帰
依
者
に
新
た
な
宗
教
社
会
観
を
扶
植

す
る
、
禅
僧
達
の
機
略
の
一
環
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、

五
山
版
の
登
場
に
よ
り
、
宋
版
の
特
色
で
あ
っ
た
片
面
刷
り
版
本
の
書
籍
が
、
日
本

に
普
及
し
始
め
た
と
言
え
る
。

6．五山版『叢林公論』（慶應義塾図書館蔵）首尾
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7b．五山版『景徳伝灯録』（東北大学附属図書館蔵）巻首

7a．五山版『景徳伝灯録』（東北大学附属図書館蔵）表紙
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四　

五
山
版
と
書
籍
の
変
容 

と
こ
ろ
で
、
五
山
版
研
究
の
大
成
者
で
あ
る
川
瀬
一
馬
氏
に
よ
り
、
五
山
版
の
原

装
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
版
本
に
、貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
京
臨
川
寺
刊
『
禅
林
類
聚
』

の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
、
覆
同
七
年
京
建
仁
寺
刊
『
五
灯
会
元
』
の
大
東
急

記
念
文
庫
蔵
本
、嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
兪
良
甫
刊
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先

生
文
集
』
の
同
蔵
本
等
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
装
訂
は
み
な
袋
綴
で
あ
る
。

歴
史
民
俗
博
物
館
本
『
禅
林
類
聚
』
を
実
際
に
調
査
し
て
み
る
と
、
近
世
ま
で
東
福

寺
即
宗
院
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
確
か
に
室
町
時
代
以
前
と
思
わ
れ
る
古
い
縹
色
の

表
紙
を
備
え
た
袋
綴
綫
装
本
で
あ
っ
て
、
明
か
な
改
装
の
痕
は
見
ら
れ
な
い㉒
。

ま
た
『
五
灯
会
元
』
は
、
同
じ
東
福
寺
の
善
恵
軒
旧
蔵
で
、
古
縹
色
表
紙
の
包
背

装
な
が
ら
、
や
は
り
早
期
の
袋
綴
本
で
あ
る
。
こ
の
本
に
も
改
装
の
証
跡
が
な
く
、

書
脳
に
四
箇
所
の
紙
釘
を
打
つ
の
み
で
、
糸
綴
じ
の
痕
も
な
い
。
前
後
一
紙
か
ら
成

る
表
紙
は
、
書
背
の
前
後
数
粍
と
書
背
で
本
紙
に
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
本

に
は
表
紙
と
本
文
に
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
の
彭
叔
守
仙
の
書
入
が
あ
り
、現
在

の
装
訂
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
形
は
、
胡
蝶
装
か
ら
袋

綴
綫
装
へ
の
、
移
行
の
過
程
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う㉓
。

そ
の
他
、
五
山
版
に
限
ら
ず
、
縹
色
や
渋
引
、
古
い
丹
表
紙
を
有
ち
、
室
町
期
の

装
訂
と
思
わ
れ
る
和
本
に
は
、
始
め
か
ら
袋
綴
綫
装
と
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
鎌

倉
時
代
以
来
の
粘
葉
装
の
書
籍
で
は
、
書
背
を
覆
う
包
背
表
紙
の
採
用
が
多
か
っ
た

が
、
胡
蝶
装
の
五
山
版
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
室
町
期
の
表
紙
を
有
つ
五

山
版
も
、
ほ
と
ん
ど
改
装
さ
れ
た
か
、
あ
る
時
期
以
降
は
初
め
か
ら
袋
綴
と
さ
れ
た

か
の
、
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
室
町
末
近
世
初
期
（
十
六
世
紀
後
半
）

に
は
包
背
装
の
写
本
が
流
行
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
袋
綴
綫
装
で
あ
る㉔
。

現
存
す
る
伝
本
の
、
装
訂
の
時
期
を
推
し
量
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
が
、
五
山

版
に
つ
い
て
は
、
一
つ
考
慮
の
材
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
六
張
一
片
の
版
木
を
用
い

た
版
本
、俗
に
謂
わ
ゆ
る
「
三
丁
掛
け
」
の
版
本
の
存
在
で
あ
る
。
六
張
一
片
と
は
、

一
面
に
三
張
ず
つ
、
表
裏
で
六
張
分
を
一
片
に
刻
ん
だ
版
木
の
様
式
を
指
す
。

五
山
版
に
こ
の
様
式
の
版
木
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
版
木
自
体
は
現
存

し
な
い
も
の
の
、
幾
つ
か
例
を
挙
げ
て
論
証
し
た
こ
と
が
あ
り㉕
、
こ
れ
ら
は
、
幅

七
十
五
か
ら
一
百
糎
程
度
の
長
版
を
基
礎
と
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
日
本
で
は

冊
子
本
の
印
刷
に
つ
い
て
も
、
版
木
の
雕
刻
が
寺
院
周
辺
で
行
わ
れ
、
長
版
の
使
用

が
維
持
さ
れ
た
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
五
山
版
に
も
そ
れ
が
引
継
が
れ
、
こ
こ
に
、

日
中
の
書
籍
文
化
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
、
片
面
刷
り
版
本
用
の
長
版
が
製
造
さ
れ

た
。六

張
一
片
の
版
木
の
存
在
は
、
版
本
の
書
脳
部
に
、
隣
接
す
る
張
の
首
末
が
刷
ら

れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
基
に
、
版
木
の
上
で
の
配
置
を
再
構
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
推
知
さ
れ
る
（
図
8
）。
こ
れ
ら
は
、
隣
接
の
張
が
あ
ま
り
に
近
く

雕
ら
れ
た
た
め
、
前
後
の
張
の
辺
欄
や
首
末
の
文
字
が
刷
ら
れ
る
こ
と
を
、
避
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
か
ら
、
一
面
二
張
よ
り
も
、
一
面
三
張
の
場
合
に
よ

り
多
く
現
れ
、
そ
の
結
果
を
「
三
丁
掛
け
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

六
張
一
片
の
版
木
は
、貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
に
福
州
か
ら
集
団
で
渡
来
し
た
来

朝
刻
工
の
刊
版
に
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
い
ず
れ
も
南
北
朝
後
半

に
刊
行
さ
れ
た
『
翻
訳
名
義
集
』（
陳
孟
栄
、
兪
良
甫
）、『
祖
庭
事
苑
』、『
月
江
和
尚

語
録
』（
応
安
三
年
〈
一
三
七
〇
〉
刊
、
兪
良
甫
、
彦
明
）、『
毛
詩
鄭
箋
』、『
三
註
』（『
新

板
大
字
附
音
釈
文
千
字
文
註
』『
新
板
増
広
附
音
釈
文
胡
曽
詩
註
』『
重
新
点
校
附
音
増
註
蒙

求
』、
大
・
仲
）、『
精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』、『
詩
人
玉
屑
』
無
跋
本
（
陳
仲
、
陳
伯

寿
）、『
同
』
有
跋
本
等
で
あ
る
。
な
お
同
じ
五
山
版
で
も
『
春
秋
経
伝
集
解
』、『
新

刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』（
嘉
慶
元
年
〈
一
三
八
七
〉、
兪
良
甫
）、『
歴
代
帝
王

紹
運
図
』
等
は
、
一
面
二
張
の
雕
版
に
拠
る
。
袋
綴
包
背
装
の
例
と
し
て
挙
げ
た
覆

貞
治
七
年
刊
本
の
『
五
灯
会
元
』
は
、
一
面
二
張
を
基
本
と
す
る
が
、
稀
に
一
面
三

張
の
箇
所
が
あ
っ
て
、
版
木
の
様
式
の
上
で
も
、
過
渡
的
様
相
を
示
し
て
い
る
。
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本
稿
第
一
章
に
見
た
よ
う
に
、
五
山
版
以
前
、
鎌
倉
時
代
の
冊
子
用
の
版
木
を
見

る
と
、
片
面
に
二
張
、
表
裏
で
四
張
一
片
の
様
式
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
両
面

刷
り
と
す
る
都
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
潜
在
的
に
は
、
平
安
時
代
以
来
の
長
版

に
よ
る
巻
子
本
や
、
折
本
用
の
版
木
の
様
式
に
連
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
張

一
片
の
版
木
は
、
第
三
章
で
も
触
れ
た
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
建
仁
寺
刊
、
胡
蝶

装
本
の
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
も
微
か
に
現
れ
て
い
る
し
、
五
山
版
の
盛
期
を
経
て
近

世
ま
で
続
い
て
い
る
。
一
方
、
中
国
で
商
業
出
版
に
関
わ
っ
た
来
朝
刻
工
は
、
予
定

さ
れ
る
印
面
の
幅
が
狭
い
場
合
、
恐
ら
く
は
幅
八
十
糎
程
度
の
版
面
の
内
に
三
張
を

詰
め
込
み
、
版
材
の
利
用
効
率
を
高
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
版
に
よ
る

冊
子
本
の
印
刷
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
隣
接
張
の
一
部
が
映
っ
て
し
ま
う
結

果
を
招
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
結
果
が
許
容
さ
れ
た
の
は
、
両
側
に
附
随
す
る
餘
計
な
印
像
が
、
書

脳
に
隠
れ
て
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
る
、
袋
綴
の
装
訂
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
か
ら

で
は
な
い
か
。

仮
に
そ
う
考
え
て
見
る
と
、
早
期
の
五
山
版
は
胡
蝶
装
で
行
わ
れ
た
が
、
中
後
期

の
五
山
版
は
始
め
か
ら
袋
綴
で
装
訂
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
伝
本
の
現
状
を
よ
く
説

明
で
き
る
。
胡
蝶
装
本
か
ら
の
改
装
も
、
同
時
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
胡
蝶
装

の
五
山
版
も
四
張
一
片
の
版
木
を
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
紙
葉
へ
の
附
着
は
極

め
て
微
弱
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
間
隔
を
以
て
印
面
を
配
置
し
、
注
意
を
払
っ
て
印

刷
し
た
こ
と
も
、
同
時
に
看
取
さ
れ
る
。

そ
こ
で
さ
ら
に
考
え
を
進
め
れ
ば
、
日
本
で
は
来
朝
刻
工
時
代
の
前
後
、
即
ち

一
三
六
七
年
以
降
、
南
北
朝
後
半
頃
に
、
片
面
刷
り
袋
綴
の
書
籍
が
造
ら
れ
始
め
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
来
朝
刻
工
は
元
末
の
争
乱
を
避
け
て
来
日
し
た
と
見
ら
れ
る

た
め
、
こ
れ
ら
は
中
国
の
年
代
で
言
う
と
、
元
末
明
初
期
の
事
象
で
あ
る
。

8．五山版『詩人玉屑』（京都大学附属図書館蔵）
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五　

中
世
後
期
刊
本
の
版
木
と
装
訂

五
山
版
以
外
の
版
本
で
は
ど
う
か
。
こ
こ
に
南
北
朝
か
ら
室
町
期
に
及
ぶ
、
二
つ

の
事
例
を
加
え
て
み
よ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
謂
わ
ゆ
る
「
正
平
版
論
語
」
の
例
で
あ

る
。
正
平
十
九
年
（
一
三
六
四
）、
堺
の
道
祐
居
士
が
刊
行
し
た
『
論
語
集
解
』
は
、

中
国
で
も
夙
に
銭
曾
が
注
目
し
た
よ
う
に
、
日
本
旧
鈔
本
の
伝
統
を
嗣
ぐ
本
文
と
し

て
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
版
木
も
、
版
木
一
面
に
二
十
四
行
を
配
す
る
、
巻
子
本
用

の
古
式
の
長
版
で
あ
っ
た
。
但
し
現
存
本
で
は
、
前
後
各
十
二
行
の
中
央
に
当
た
る

界
線
近
く
に
、
巻
数
、
張
数
が
附
刻
さ
れ
て
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
面
か
ら
二
葉

を
刷
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
半
折
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
現
存
本
も
、
そ
う

し
た
袋
綴
の
装
訂
で
あ
る㉖
。

な
お
正
平
版
の
版
木
は
現
存
し
な
い
が
、
そ
の
様
式
は
、
一
張
の
左
に
第
十
三
行

が
、
次
張
の
右
に
第
十
二
行
が
、
現
在
の
書
脳
部
に
重
ね
て
映
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

推
知
さ
れ
る
。
ま
た
張
数
等
の
標
記
は
ご
く
簡
単
で
、
後
世
の
附
刻
で
あ
る
か
も
知

れ
ず
、
当
初
の
装
訂
は
特
定
で
き
な
い
。

こ
の
正
平
版
を
、室
町
時
代
の
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
以
前
に
覆
刻
し
た
次
の
世

代
の
版
本
で
は
、
十
二
行
ご
と
に
版
面
を
分
け
、
前
後
の
紙
葉
に
は
映
ら
な
い
様
、

版
木
上
の
配
置
を
変
更
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
現
存
の
版
本
の
他
、
残
存
す
る
版
木

に
よ
っ
て
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
該
版
は
、
五
山
式
の
片
面
刷
り
版
本
用
の
長

版
と
同
様
、
表
裏
に
二
張
ず
つ
雕
刻
し
て
、
四
張
一
片
の
構
成
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
段
階
で
は
、
片
面
刷
り
冊
子
用
の
雕
版
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
り
、
五
山
版

の
様
式
と
揆
を
一
に
す
る
。
た
だ
正
平
版
系
統
の
『
論
語
集
解
』
で
は
、
元
来
袋
綴

綫
装
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。

も
う
一
つ
、
越
前
版
の
医
書
『
八
十
一
難
経
』
の
例
を
挙
げ
る
。
本
書
は
熊
宗
立

『
新
刊
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』
の
明
成
化
八
年
（
一
四
七
二
）
刊
本
を
、
室
町
後

期
の
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
頃
、
越
前
の
大
名
朝
倉
孝
景
が
、
医
師
谷
野
一
栢
の
請

い
に
よ
り
翻
刻
さ
せ
た
も
の
で
あ
る㉗
（
図
9
）。

こ
の
本
に
は
巻
首
に
「
図
要
」
及
び
「
纂
図

」
の
項
目
が
あ
り
、劈
頭
に
「
一

難
、
経
脈
栄
衛
周
天
度
数
之
図
」
と
し
て
、
第
一
張
の
前
半
か
ら
後
半
に
渉
る
、
大

き
な
円
形
の
図
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
谷
折
り
の
胡
蝶
装
と
し
た
方
が
、

図
の
全
体
が
看
取
さ
れ
便
宜
の
よ
う
で
あ
る
が
、
折
り
目
附
近
の
様
子
を
よ
く
観
察

す
る
と
、
円
形
の
図
を
前
後
に
分
け
、
折
り
目
を
避
け
て
印
刷
で
き
る
様
に
工
夫
し

て
あ
り
、
胡
蝶
装
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
図
形
を
分
断
す
る
意
味
が
な
い
こ
と
か
ら
、
山
折

り
の
袋
綴
が
前
提
で
あ
っ
た
こ
と
と
知
ら
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、
現
存
す
る
こ
の
部

分
の
版
木
を
見
る
と
、
一
層
明
確
で
あ
る
（
図
9
ｂ
）。

さ
ら
に
、「
十
難
」
図
の
よ
う
に
、
袋
綴
の
装
訂
で
一
覧
で
き
る
よ
う
、
二
張
に
分

け
て
一
図
が
配
置
さ
れ
た
箇
所
も
あ
り
、「
一
難
」
の
場
合
は
、
劈
頭
に
於
け
る
已
む

を
得
な
い
措
置
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
ち
ら
は
五
山
式
の
片
面
刷
り
用
の
長
版

で
あ
る
上
、
袋
綴
と
す
る
た
め
の
版
木
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

な
お
袋
綴
本
で
の
図
示
の
例
は
、享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
以
前
刊
行
の
広
義
の
五

山
版
と
も
言
え
る
、
堺
版
の
『
韻
鏡
』
で
も
明
か
で
あ
り㉘
、
こ
ち
ら
は
版
木
を
遺
存

し
な
い
が
、
各
図
が
前
張
の
後
半
と
、
次
張
の
前
半
に
分
け
て
釐
刻
さ
れ
、
装
訂
後

に
一
覧
で
き
る
様
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
（
図
10
）。
版
本
の
様
式
か
ら
見
る
と
、
十
六

世
紀
初
の
室
町
時
代
後
期
に
は
、
袋
綴
の
装
訂
が
定
着
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
言
及
を
、
年
代
を
逐
っ
て
ま
と
め
て
見
る
と
、
別
表
の
よ
う
に
な
る
。
全

体
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
を
含
む
中
世
の
う
ち
に
、
版
本
の
受
容

が
進
捗
す
る
過
程
で
、
袋
綴
冊
子
本
の
装
訂
が
定
着
し
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
そ
の
転
換
期
は
南
北
朝
後
半
か
ら
室
町
期
、
十
四
世
紀
半
ば
か
ら
十
六
世

紀
に
掛
け
て
の
間
で
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。
特
に
、
一
三
六
七
年
以
降
の
十
四
世

紀
後
半
、
中
国
人
来
朝
刻
工
の
活
動
を
置
い
て
み
る
と
、
こ
の
頃
に
大
き
な
変
遷
の

契
機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
後
期
五
山
版
を
先
駆
と
し
、
室
町
期
に
全
面
的
に
進

行
し
た
と
整
理
で
き
る
。
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9a．越前版『八十一難経』（布施美術館蔵）附図

9b．越前版『八十一難経』版木（西福寺蔵）附図
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書
籍
の
装
訂
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
観
察
に
拠
っ
て
考
え
る
他
な
い
が
、
装
訂
、

改
装
の
事
実
は
記
録
さ
れ
に
く
く
、歴
史
的
な
考
証
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

し
か
し
版
本
の
場
合
、
間
接
的
な
が
ら
そ
の
様
子
が
反
映
、
定
着
し
、
刊
刻
の
情
況

と
併
せ
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
緯
を
あ
る
程
度
、
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
版
木
の
様
式
を
考
え
る
と
、
反
映
さ
れ
た
事
実
を
、
よ
り
明
確
に
看
取
で
き
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
利
点
を
活
か
し
、
日
本
中
世
の
書
籍
の
変
遷
に
つ
い
て
、
版

本
を
資
料
と
す
る
考
察
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
や
は
り
中
国
と
の
書

籍
文
化
交
流
に
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
た
情
況
が
想
定
さ
れ
た
。
こ
の
仮

設
が
、
東
ア
ジ
ア
書
籍
文
化
史
理
解
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
已
ま
な
い
。

〔
注
〕

①　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
写
本
『
儀
礼
疏
』
巻
十
五
至
十
六
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

②　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
、粘
葉
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
等
の
装
飾
写
本
を
念
頭
に
置

く
。

③　

竺
沙
雅
章
氏
『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』（
二
〇
〇
二
、
汲
古
書
院
）。

④　

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
蔵
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
刊
本
『
成
唯
識
論
』（
春
日

版
）
は
そ
の
例
に
当
た
る
。

⑤　

大
屋
徳
城
氏
『
寧
楽
刊
経
史
』（
一
九
二
三
、
内
外
出
版
）、
ま
た
拙
稿
「
日
本
中
世

の
版
木
と
版
本
」（
二
〇
一
一
至
一
四
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・

基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
中
世
を
終
わ
ら
せ
た
「
生
産
革
命
」
―
量
産
化
技
術
の
広
が
り
と

影
響
―
」
報
告
書
、
代
表
中
島
圭
一
、二
〇
一
五
）。

⑥　

以
下
、
注
⑤
大
屋
氏
著
書
、
白
石
克
氏
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵　

日
本
古
刊
本
図

録
』（
慶
應
義
塾
図
書
館
、
一
九
九
五
至
九
六
）、
水
原
尭
栄
氏
『
高
野
板
之
研
究
』

（
一
九
三
二
、
森
江
書
店
）、
高
野
版
板
木
調
査
委
員
会
『
歴
史
資
料
高
野
版
板
木
調
査

報
告
書
』（
一
九
九
八
、
和
歌
山
県
高
野
町
）、
印
刷
博
物
館
春
期
企
画
展
図
録
『
空
海

か
ら
の
お
く
り
も
の　

高
野
山
の
書
庫
の
扉
を
ひ
ら
く
』（
印
刷
博
物
館
、二
〇
一
一
）、

藤
堂
祐
範
氏
『
浄
土
教
版
の
研
究
』（
一
九
三
〇
、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
六
増
訂
）。

⑦　

森
克
己
氏
『
日
宋
貿
易
の
研
究
』（
一
九
四
八
、
国
立
書
院
）、『
日
宋
文
化
交
流
の

10．五山版『韻鏡』（円福寺蔵）
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諸
問
題
』（
一
九
五
〇
、
刀
江
書
院
）
他
（『
森
克
己
著
作
選
集
』〈
一
九
七
五
、
国
書

刊
行
会
〉
増
補
再
録
）、
山
内
晋
次
氏
『
奈
良
平
安
期
の
東
ア
ジ
ア
』（
二
〇
〇
三
、
吉

川
弘
文
館
）。

⑧　
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
十
一
月
二
十
八
日
条
。

⑨　

小
林
芳
規
氏
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』

（
一
九
六
七
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
拙
稿
「
藤
原
頼
長
の
蔵
書
と
学
問
」（
佐
藤
道
生

氏
編
『
名
だ
た
る
蔵
書
家
、隠
れ
た
蔵
書
家
』（
二
〇
一
〇
、慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）、

拙
著
『
中
世
日
本
漢
学
の
研
究　

韻
類
編
』（
二
〇
一
二
、
汲
古
書
院
）
序
説
一
。

⑩　
『
山
槐
記
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
二
月
十
三
日
条
。

⑪　

関
靖
氏
『
金
沢
文
庫
の
研
究
』（
一
九
五
一
、
講
談
社
）、『
金
沢
文
庫
本
の
研
究
』

（
一
九
八
一
、
青
裳
堂
書
店
）。

⑫　

今
枝
愛
真
氏
「『
普
門
院
蔵
書
目
録
』
と
『
元
亨
釈
書
』
最
古
の
写
本　

大
道
一
以

の
筆
蹟
を
め
ぐ
っ
て
」（『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
』
田
山
方
南
先
生
華
甲
記

念
会
、
一
九
六
三
）。

⑬　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
漢
籍
研
究
会
編
『
図
書
寮
漢
籍
叢
考
』（
二
〇
一
八
、汲
古
書
院
）

図
録
編
、
Ⅲ
宋
版
「
17
．
太
平
寰
宇
記
」
の
項
（
拙
稿
）。

⑭　

注
⑬
図
書
、
Ⅲ
宋
版
「
27
．
魏
氏
家
蔵
方
」
の
項
（
上
原
究
一
氏
執
筆
）。

⑮　

注
⑪
関
氏
著
書
、
田
辺
久
子
氏
『
上
杉
憲
実
（
人
物
叢
書
）』（
一
九
九
九
、
吉
川
弘

文
館
）、
川
瀬
一
馬
氏
『
日
本
に
お
け
る
書
籍
蒐
蔵
の
歴
史
』（
一
九
九
九
、
ぺ
り
か
ん

社
）。

⑯　

以
下
、
川
瀬
一
馬
氏
『
五
山
版
の
研
究
』（
一
九
七
〇
、
日
本
古
書
籍
商
協
会
）、
ま

た
注
⑨
拙
著
参
照
。

⑰　

椎
名
宏
雄
氏
『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』（
一
九
九
三
、
大
東
出
版
社
）。

⑱　

佐
藤
秀
孝
氏
「
虚
堂
智
愚
と
蘭
渓
道
隆　

と
く
に
直
翁
智
侃
と
『
蘭
谿
和
尚
語
録
』

の
校
訂
を
め
ぐ
っ
て
」（「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
二
十
四
号
、
一
九
九
八
）。

⑲　

大
沼
晴
暉
氏
『
図
書
大
概
』（
二
〇
一
二
、
汲
古
書
院
）。

⑳　
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
同
年
条
に
拠
る
。
阿
部
隆
一
氏
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢

書
善
本
解
題
』（
慶
應
義
塾
図
書
館
、
一
九
五
八
）
指
摘
。
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究

所
斯
道
文
庫
編
刊
『
禅
僧
の
書
と
書
物
』
展
図
録
（
二
〇
一
八
）
参
照
。
同
本
の
書
誌

は
概
ね
以
下
の
通
り
。

 

〈
慶
應
義
塾
図
書
館　

一
一
〇
Ｘ
・
一
八
二
・
一
〉 

一
册

 

　
　

叢
林
公
論

 

　
　
　
　

宋
釋
慧
彬
撰

 

　
　
　
　
〔
鎌
倉
末
〕
刊　
〔
修
〕　
〔
覆
宋
〕
刊
本

 

　
　
　
　

  

延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
蒙
山
〔
智
明
〕
訓
点
標
注

識
語
書
入

 

後
補
縹
色
艶
出
表
紙
（
二
〇
・
三
×
一
四
・
一
糎
）
左
肩
題
簽
を
貼
布
し
「

林
公
論

〈
全
〉」
と
書
す
。
袋
綴
じ
綫
装
、
胡
蝶
装
を
改
む
。
本
文
楮
打
紙
、
虫
損
修
補
。
首
に

「
叢
林
公
論
叙
／
（
中
略
）
南
蕩
者
庵
老
人
予
之
端
友
也
（
中
略
）
淳
煕
己
酉
季
春
芋

魁
巖
主
／
宗
惠
叙
」
を
附
す
。
首
題
「
叢
林
公
論
／
者
庵　
　
〈
慧
彬
〉　

述
」、
毎
章

改
行
。

 

四
周
双
辺
（
一
三
・
五
×
一
〇
・
一
糎
）
有
界
、
毎
半
張
九
行
、
行
十
四
字
、
欧
陽
詢

体
。
闕
筆
、
匡
貞
徴
。
版
心
小
幅
、
白
口
、
単
黒
魚
尾
下
題
「
公
」、
張
数
。
二
張
掛

け
。
第
二
十
四
至
二
十
七
張
左
右
双
辺
、
写
刻
体
（〔
補
刻
〕）。
尾
題
「
叢
林
公
論
巻

終
」、
一
行
を
隔
て
有
界
四
行
に
掛
け
墨
塊
。

 

首
葉
背
面
前
方
に
「
叢
林
么
論
」
と
大
書
す
。〔
蒙
山
〕
朱
標
圏
、
竪
批
点
、
同
墨
句

圏
点
、
間
〻
返
点
、
送
仮
名
、
竪
点
、
欄
外
批
校
音
注
、
出
処
注
記
書
入
。
別
手
墨
筆

欄
外
貼
紙
補
注
書
入
を
存
す
。
尾
題
下
に
単
辺
方
形
中
単
辺
円
形
陽
刻「
蒙（
卦
）山
」

朱
印
記
、
末
葉
後
半
背
面
に
「（
低
一
格

）
延
文
四
祀
己
亥

賓
初
吉
讀
一
遍
已
訖
／
居
席

百
餘
人　
　

蒙
山
誌
」、
行
を
接
し
「
此
書
本
朝
古
未
有
知
者　

先
師
南
院
老
／
得
印

本
命
工
開
板
因
縁
布
於
叢
林
也
」
墨
識
あ
り
。
首
に
単
辺
方
形
陰
陽
刻
小
「
島
田
」
朱

印
記
、
前
見
返
し
貼
紙
に
双
辺
方
形
陽
刻
「
幸
田
成
友
（
楷書

）」
朱
印
記
を
存
す
。

㉑　

当
該
本
の
書
誌
は
、
概
略
下
記
の
通
り
。

 

　
　

景
德
傳
燈
録
三
十
卷 

附
西
來
年
表
一
卷

 

　
　
　
　

宋
釋
道
原
撰

 
　
　
　
　

  

貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
刊
（
東
山
建
仁
天
潤
菴
玉
峯
正
琳
）　

覆
元
延
祐

三
年
（
一
三
一
六
）
刊
本

 
首
に
「
景
德
傳
燈
録
序
／
（
二
行
低

四
格

）〈
翰
林
學
士
朝
散
大
夫
行
左
司
諫
知　

制
誥
同
修　

國
史
判
史
館
事
柱
国
／
南
陽
郡
開
國
侯
食
邑
一
千
一
百
戸
賜
紫
金
魚
袋
《
臣
》
楊　

《
億
》
撰
〉」（
表
）、「
西
來
年
表
（
大
字
跨
行

）」「
重
刋
景
德
傳
燈
録
狀
／
湖
州
路
道
塲
山
護

聖
萬
歳
禪
寺
耆
舊
僧　

希
渭（
中
略
）伏
覩（
中
略
）景
德
至
延
祐
丙
辰
凡
三
百
一
十
七



四
八
七

五
山
版
の
装
訂

759

年
舊
板
銷 

無
存
後
／
學
慕
之
罔
及
爲
此
發
心
重
刋
忽
得
本
路
天
聖
禪
寺
松
廬
／
和
尚

所
藏
廬
山
穩
庵
古
册
最
爲
善
本
良
愜
素
志
遂
於
丙
／
辰
年
正
月
初
十
日
將
衣
鉢
估
唱

得
統
金
一
万
二
千
餘
／
緡
是
日
命
工
刋
行
于
世
流
通
祖
道
此
録
緫
計
三
十
六
万

七
千
九
百
一
十
七
字
至
當
年
臈
月
一
日
畢
工
隨
即
印
捨
三
／
百
部
於
兩
浙
安
衆
名
山

方
丈
蒙
堂
衆
寮
各
一
部
以
便
湖
海
辧
道
禪
衲

究
集
茲
善
利
用
報
／
四
恩
併
資
三
有

者
／
／
大
元
延
祐
三
年
臈
月
一
日
耆
舊
僧　
　

希
渭　
　

謹
上
／（
低
六
格

）
小
比
丘
（
隔
六
格

）

〈
文
雅
〉（
隔
三
格

）
董
役
／
／
（
低
六
格

）
當
山
住
持
嗣
祖
比
丘
（
隔
三
格

）〈
士
洵
〉（
隔
三
格

）
主
縁
」

を
附
す
。
首
題
「
景
德
傳
燈
録
巻
第
一
／　

七
佛
天
竺
祖
師
／
（
小
目
）
／
叙
七
佛
」、

句
下
補
注
（
細
字
双
行

）
校
注
（
同
）。
三
十
巻
。

 

左
右
双
辺
（
二
一
・
二
×
一
四
・
九
糎
）
有
界
、
毎
半
張
十
三
行
、
行
二
十
三
至
二
十
六

字
。
版
心
（
幅
約
〇
・
八
糎
）
線
黒
口
、
双
黒
魚
尾
（
不
対
向

）、
上
尾
下
「
傳
第
幾
」、
下

尾
下
張
数
。
下
象
鼻
に
原
工
名
「
古
」「
陳
」「
召
」「
尸
」「
壬
」
あ
り
。
尾
題
「
景
德

傳
燈
録
巻
第
幾
」（
但
巻
第
一
作
「
巻
第
二
」）。
尾
に
「
景
德
傳
燈
録
後
序
／　

左
朝

奉
大
未
充
右
文
殿
修
撰
權
發
遣
台
州
軍
州
事
劉　

棐
譔
／
（
中
略
）
／
紹
興
四
年
上
元

日
等
慈
菴
善
男
子
睢
陽
劉　

棐
仲
忱
序
」「（
低
四
格

）
跋
／
（
中
略
）
福
州
大
中
寺
知
蔵
僧

正
自
以
寇
亂
而
来
文
籍
道
厄
募
緣

再
刋
此
書
以
便
道
俗
賚
覧
扣
余
為
序

書
其
後

紹
興
壬
子
初
／
冬
十
日
長
樂
鄭
昂
題
」「（
低
五
格

）
疏
／
（
低
八
格

）
天
童
宏
智
和
尚
譔
」
を
附

し
、
宏
智
疏
末
後
、
一
行
を
隔
て
「（
上
略
）
此
録
權
輿
南
方
無
人
板
行
東
土
天
下
禅

林
思
慕
久
／
矣
粤
有
勢
州
前
太
守
若
江
氏
琳
玉
峯
施
于
錢
財
鋟
／
于
梓
木
灯
之
續

光
顯
其
傳
焉
擧
世
僉
曰
呉
僧
／
道
原
復
生
夲
朝
得
法
普
濟
大
聖
令
知
士
師
承
有
在
聊

／
亦
宗
任
侍
者
化
他
而
發
于
七
百
善
知
識
狗
頭
酌
来
之
／
機
者
歟
／
（
二
行
低

八
格

）
貞
和
戊

子
八
月
廿
五
／
南
禅
乾
峯
士
曇
謹
誌
（
行書

）」
を
存
す
。

 

巻
第
二
以
下
毎
卷
尾
に
双
辺
亀
甲
形
無
界
「
延
祐
丙
辰
重
刋
天
／
道
塲
山
禪
幽
之
菴
」

等
牌
記
あ
り
。
巻
十
尾
に
墨
塊
中
方
形
陽
刻
「
貞
和
戊
子
重
刊
于
／
城
州
東
山
天
潤

菴
」、
巻
二
十
四
尾
に
同
「
貞
和
戊
子
重
刊
于
／
東
山
建
仁
天
潤
菴
／
（
低
四
格

）
刋
行
」

巻
二
十
七
尾
に
墨
塊
中
方
形
陽
刻
無
界
「
貞
和
戊
子
重
刊
于
／
東
山
天
潤
菴
玉
峯
／

（
低
四
格

）
刋
行
」、
巻
三
十
尾
題
後
、
隔
一
行
低
三
格
「
貞
和
四
年
歳
在
戊
子
落
陽
寄
住
正

琳
命
工
刻
梓
／
捨
置
于
普
濟
大
聖
禪
師
塔
所
建
仁
天
潤
菴
廣
開
／
法
眼
永
祝
尭
年
上

報
／
四
恩
下
資
三
有
法
界
有
情
同
圓
種
智
者
／
（
低
十 

四
格

）
玉
峯
敬
書
」
記
を
存
す
。

 

〈
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫　

別
置
・
阿
七
・
八
八
〉 

十
五
帖

 

　
　
　
　

和
泉
福
嚴
寺
識
山
玄
隆
補
注
書
入
識
語　

江
月
宗
玩
舊
藏

 

後
補
茶
色
表
紙
（
二
七
・
七
×
一
八
・
九
糎
）、料
紙
の
四
周
に
見
え
る
闕
損
を
被
ら
ず
。

左
肩
に
題
簽
を
貼
布
し
「
景
德
傳
燈
錄
」
と
、直
下
に
別
手
に
て
「〈
幾
／
幾
〉」
と
書

す
。
い
ず
れ
も
又
別
筆
に
て
、
右
肩
よ
り
打
付
に
編
目
を
、
首
冊
の
み
前
後
に
「

窩
」
と
、毎
冊
左
下
題
簽
下
方
打
付
に
「
全
十
五
冊
」
と
書
す
。
包
背
胡
蝶
装
。
包
背

部
は
別
料
の
古
丹
紙
断
片
、書
脳
上
下
二
箇
所
よ
り
背
に
糸
線
を
掛
く
。
見
返
し
本
文

同
料
の
半
截
紙
（
首
は
闕
く
）。
首
に
楊
表
、
年
表
、
希
渭
状
を
存
し
本
文
。
毎
帖
二

巻
。
末
に
劉
跋
、
鄭
跋
、
宏
智
疏
及
び
乾
峰
士
曇
跋
を
存
す
。

 

巻
一
第
九
張
、巻
二
十
一
第
十
六
至
十
八
張
〔
近
世
初
〕
鈔
補
あ
り
。
欄
外
と
稀
に
紙

背
に
〔
室
町
〕
墨
筆
補
注
書
入
。
本
文
及
び
欄
外
、
貼
紙
、
紙
背
に
〔
室
町
末
〕
墨
筆

に
て
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
、
校
（
用
「
唐
本
」）
補
注
書
入
。
本
文
に
朱
標

鈎
圏
、
竪
批
句
点
圏
、
訓
点
補
正
書
入
あ
り
。
首
帖
末
に
厚
手
楮
紙
二
葉
を
補
い
乾
元

二
年
（
一
三
〇
三
）
跋
刊
『
重
修
人
天
眼
目
集
』
末
の
霊
隠
可
光
頌
、
物
初
大
観
跋
、

桂
堂
瓊
林
跋
を
抄
録
す
。
縹
色
不
審
紙
。
巻
一
本
文
末
行
下
に
〔
室
町
末
〕
書
入
同
筆

に
て
「
和
泉
州
大
鳥
郡
上
神
庄
瑞
麟
山
福
嚴
寺
常
住
」、
同
尾
題
後
及
び
原
刊
記
後
に

補
注
書
入
、
行
を
接
し
十
二
格
を
低
し
て
「
一
絡
索
与
後
生
晩
学
如
此
著
之
／
（
更
低
七
格

）

識
山
比
丘
玄
隆
（
花押

）」、第
三
帖
尾
に
「〈
板
字
磨
滅
仍
為
後
生
晩
学
別
記
加
點
而
已　

識
山
比
丘
玄
隆
〉」、第
十
二
帖
尾
に
「
〉
大
日
本
國
和
泉
州
大
鳥
郡
瑞
麟
山
福
嚴
寺

（
低
四
格

）
号
識
山　

開
山
比
丘
玄
隆
（
花押

）〈
」、巻
三
十
首
右
辺
外
に
「
爲
後
生
晩
学
微
細

之
俟
來
哲
之
是
非
識
山
苾
蒭
玄
隆
（
花押

）」
識
語
あ
り
。
毎
帖
尾
題
後
に
低
格
し
「
全
部

十
五
冊
」
墨
識
下
に
方
牌
中
円
形
陽
刻
「
宗
／
玩
」
朱
印
記
（
江
月
宗
玩
所
用
）
を
加

う
。
毎
帖
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
大
岡
寺
（
楷書

）」
墨
印
記
、
方
形
陰
刻
「
雲
／
岡
」
朱

印
記
、
単
辺
方
形
陽
刻
「

／
窩
」
朱
印
記
、
首
帖
前
見
返
し
に
双
辺
同
「
荒
井
泰
治

氏
ノ
寄
附
金
ヲ
／
以
テ
購
入
セ
ル
文
學
博
士
／
狩
野
亨
吉
氏
舊
藏
書
」
朱
印
記
を
存

す
。

 
〈
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫　

〇
九
一
・
ト
三
七
五
・
一
〇
〉 

十
册

 

　
　
　
　

  

闕
卷
七
至
十
二 

十
九
至
二
十 

二
十
三
至
二
十
四　

海
會
寺 

閑
室
元
佶
舊

藏
 

後
補
丹
表
紙
（
二
五
・
八
×
一
八
・
六
糎
）
毎
冊
左
下
打
付
に
「〈
幾
／
幾
〉」
と
、首
冊

右
下
に
同
じ
く
「〈
七
／
八
〉〈
九
／
十
〉〈
十
一
／
十
二
〉〈
十
九
／
二
十
〉〈
廿
三
／



四
八
八

760

廿
四
〉」
と
書
す
。
押
し
八
双
あ
り
。
袋
綴
じ
裏
打
改
装
、
天
地
截
断
。
巻
第
十
四
第

十
三
、十
二
張
錯
綴
。
宏
智
疏
末
を
闕
き
、
貞
和
四
年
乾
峰
士
曇
の
跋
は
見
え
な
い
。

 
朱
校
改
、
別
朱
標
点
、
標
圏
、
批
圏
、
朱
引
、
返
点
、
句
点
、
墨
補
注
書
入
。
巻
一
、

四
、十
四
、十
八
、二
十
二
、二
十
六
、二
十
八
尾
に
「
海
會
寺
常
住
」、
巻
六
、十
六
尾
に

「
海
會
寺
公
用
」
墨
識
（
巻
二
十
六
の
他
は
墨
滅
）
を
加
う
。
巻
三
尾
に
陰
陽
刻
家
形

双
辺
「
敬
｛
復
／
齋
｝」
墨
印
記
、
巻
一
首
、
巻
十
四
尾
、
巻
二
十
九
首
に
双
辺
方
形

陽
刻
「
金
澤
文
庫
（
楷書

）」
朱
印
記
（
二
十
九
首
は
墨
滅
）
を
存
す
。

 

　

ま
た
注
⑳
図
録
参
照
。
こ
の
本
に
見
え
る
家
形
印
は
、
例
え
ば
、
朝
鮮
乙
亥
字
刊

〔
逓
〕
修
本
『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
の
建
仁
寺
両
足
院
蔵
本
等
、
近
世
初
将
来
の
朝

鮮
本
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。
印
影
は
時
と
し
て
非
常
に
微
か
で
あ
る
。
注
⑨
拙
著
第
二

章
第
三
節
参
照
。

㉒　

注
⑯
川
瀬
氏
著
書
。『
禅
林
類
聚
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
五
山
版
目
録
解
題
」（「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」
一
八
六
、二
〇
一
四
）

に
書
誌
解
題
を
略
記
し
た
。

㉓　

該
本
の
書
誌
は
概
略
下
記
の
通
り
。

 

〈
大
東
急
記
念
文
庫　

二
三
・
外
・
三
〇
四
〉 

二
十
册

 

　
　

五
燈
會
元
二
十
卷

 

　
　
　
　

宋
釋
大
川
普
濟
編

 

　
　
　
　
〔
南
北
朝
〕
刊　

覆
貞
治
七
年
（
一
三
六
八
）
刊
本

 

　
　
　
　

  

崇
壽
寺 

東
福
寺
善
慧
軒 

稲
田
福
堂
舊
藏　

永
正
十
四
年（
一
五
一
七
）〔
彭

叔
守
〕
仙
句
批
補
注

識
語
書
入

 

淡
縹
色
包
背
表
紙
（
二
八
・
二
×
一
九
・
三
糎
）、
前
後
一
葉
。
左
肩
数
冊
に
題
簽
を
存

し
〔
守
仙
〕
筆
に
て
「
五
灯
會
元
﹇　

﹈〈
幾
〉」
と
、右
肩
よ
り
打
付
に
同
筆
に
て
編

目
を
書
す
。
或
い
は
題
簽
剥
落
痕
打
付
に
別
筆
に
て
「
五
燈
會
元　

共
廿
冊
」
と
書

す
。
左
下
又
別
筆
に
て
冊
数
、
書
根
「（
毎
字
改
行

）
五　

灯　

幾
」
と
書
す
。
袋
綴
、
包
背

装
。
書
脳
四
箇
所
に
紙
釘
を
打
ち
、
そ
の
他
に
綴
じ
穴
な
し
。
首
に
「（
上
略
）
／
淳

祐
壬
子
冬
住
山
〈
普
濟
〉
／
書
于
直
指
堂　
（｢

普
／
濟｣

｢

大
／
川｣

印
記
摸
刻
）」
序

を
附
す
。
淳
祐
壬
子
は
十
二
年（
一
二
五
二
）、他
本
に
見
え
る
宝
祐
元
年（
一
二
五
三
）

王
槦
序
は
闕
く
。
首
題
「
五
燈
會
元
巻
第
一
／
（
小
目
）
／
七
佛
」、語
下
夾
注
（
小
字
双
行

）、

毎
章
改
行
。

 

左
右
双
辺
（
二
一
・
五
×
一
四
・
八
糎
）
有
界
、
毎
半
張
十
三
行
、
行
二
十
四
字
、
欧
陽

詢
体
。
闕
筆
、
玄
弘
敬
鏡
貞
幀
樹
。
版
心
、
上
細
黒
口
、
下
白
口
、
単
黒
魚
尾
下
題

「
五
灯
幾　

小
題
」、
張
数
。
二
張
掛
け
。
巻
一
第
四
十
四
張
版
心
下
辺
に
原
工
名
、
銭

良
。
尾
題
同
首
。
巻
一
尾
未
刻
部
に
陽
刻
「
太
宗
皇
」
文
。
尾
に
「　

偈
勸　

正
仲
貞

首
座
募
縁
刊
五
燈
／　

會
元
版
（
隔
四
格

）
妙
喜
庵
主
圓
月
／
（
中
略
）
貞
治
馬
児
年
正
月

望
書
／
（
以
下
低

八
格

）
此
録
禪
徒
至
寶
也
禪
行
／
我
朝
莫
盛
如
今
未
刋
行
／
焉
誠
為
缺
典
廣

化
衆
縁
／
終
成
美
事
戊
申
重
陽
日
／
泉
南
小
比
丘
彦
貞
謹
識
／
（
以
下
更

低
三
格

）
版
留
建
仁
霊

洞
／
法
印
宗
應
刋
行
（
楷書

）」
を
存
す
。
貞
治
馬
児
年
は
五
年
（
一
三
六
六
）、
戊
申
は

同
七
年
。
又
「（
上
略
）
謹
就
／
景
德
靈
隠
禅
寺
命
諸
禅
人
集
成
一
書

名
曰
五
燈
會

元
以
便
觀
覧
爰
竭
己
資
／
及
募
同
志
選
工
刻
梓
用
廣
流
通
（
中
略
）
寶
祐
元
年
正
月
旦

日
沈
〈
浄
明
〉
謹
題
（
楷書

）」
あ
り
。

 

毎
冊
首
欄
上
に
「（
毎
字
改
行

）
崇　
　

壽　
　

寺
」
墨
識
（
見
返
し
に
映
ず
）
あ
り
。
巻
中

〔
守
仙
〕
朱
標
鈎
圏
、
竪
句
点
、
直
截
、
批
圏
点
、
同
墨
欄
上
標
注
、
稀
に
補
注
書
入
。

行
間
別
朱
補
注
書
入
。
間
々
別
墨
返
点
、
連
合
符
、
送
仮
名
書
入
を
存
す
。
巻
二
以

下
、守
仙
細
朱
に
て
巻
尾
題
下
「
永
正
十
四
丁
丑
八
月
晦
夜
半
挑
寒
灯
於
善
惠
室
朱
句

了
仙
廿
八
歳
」
等
、巻
十
九
「
永
丑
十
四
仲
冬
念
日
朱
句
了　

仙
誌
之
廿
八
齢
」
に
至

る
加
点
識
語
書
入
（
末
巻
後
な
し
、
但
し
末
冊
後
見
返
し
に
朱
識
「
永
」
以
下
映
ず
）

あ
り
。
第
二
冊
以
下
前
表
紙
中
央
、毎
冊
首
に
双
辺
楕
円
形
陽
刻
「
善
慧
軒
（
楷書

）」
墨

印
記
を
存
し
墨
滅
（
印
影
見
返
し
に
映
ず
）。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
江
風
山
／

月
莊
」
朱
印
記
（
稲
田
福
堂
所
用
）
あ
り
。

㉔　

こ
の
時
期
以
前
に
改
装
さ
れ
た
宋
元
版
に
も
、
包
背
装
の
も
の
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

斯
道
文
庫
に
蔵
す
る
清
原
宣
賢
手
沢
の
〔
宋
末
元
初
〕
刊
本
『
附
音
釈
文
句
解
論
語
』

も
、
宣
賢
所
用
と
伝
え
る
「
東
」
墨
印
記
を
、
後
補
古
渋
引
包
背
表
紙
上
に
見
出
す
。

㉕　

拙
稿
「『
詩
人
玉
屑
』
版
本
考
」（「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
四
十
七
輯
、
二
〇
一
三
）、

「
六
張
一
版
の
説
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
特
別
展
図
録
『
時
代
を
作
っ
た
職
人
』、

二
〇
一
三
）、
注
㉒
解
題
、「
五
山
版
『
三
註
』
考
」（『
こ
れ
か
ら
の
国
文
学
研
究
の
た

め
に
―
池
田
利
夫
追
悼
論
集
』、
二
〇
一
四
、
中
文
訳
『
日
本
古
鈔
本
與
五
山
版
漢
籍

研
究
論
叢
』
二
〇
一
五
、
北
京
大
学
出
版
社
）。

㉖　

川
瀬
一
馬
氏
「
正
平
本
論
語
攷
」（『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
一
九
四
三
、大
日
本
雄

弁
会
講
談
社
）、髙
橋
智
氏
『
室
町
時
代
古
鈔
本
『
論
語
集
解
』
の
研
究
』（
二
〇
〇
八
、

汲
古
書
院
）、
ま
た
注
⑤
拙
稿
参
照
。
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㉗　

注
⑤
拙
稿
参
照
。

㉘　

諸
本
の
解
題
を
拙
稿「
五
山
版『
韻
鏡
』再
考
」（「
学
林
」第
六
十
二
号
、二
〇
一
六
）

に
記
し
た
。

〔
別
表
〕

【
鎌
倉
時
代
】

仁
治
二
年
（
一
二
四
一
） 

円
爾
帰
国

建
長
四
年
（
一
二
五
二
） 

北
条
実
時
、
幕
政
に
参
画

同　

五
年
（
一
二
五
三
） 
高
野
版
『
三
教
指
帰
』（
粘
葉
装
本
）
刊
行

同　

七
年
（
一
二
五
五
） 

  
東
福
寺
造
営
、こ
の
後
、普
門
院
蔵
書
成
立（
胡
蝶
装

宋
版
）

正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
） 

称
名
寺
造
営
、こ
の
頃
、金
沢
文
庫
成
立（
胡
蝶
装
宋
版
）

弘
安
六
年
（
一
二
八
三
） 

五
山
版
『
伝
心
法
要
』
刊
行

正
応
元
年
（
一
二
八
九
） 

浄
土
教
版
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
粘
葉
装
本
）
刊
行

嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
以
前 

五
山
版
『
叢
林
公
論
』（
胡
蝶
装
本
）
刊
行

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
） 

金
沢
北
条
氏
滅
亡

【
南
北
朝
時
代
】

貞
和
四
年
（
一
三
四
八
） 

五
山
版
『
景
徳
伝
灯
録
』（
胡
蝶
装
本
）
刊
行

延
文
四
年
（
一
三
五
九
） 

五
山
版
『
叢
林
公
論
』（
胡
蝶
装
本
）
識
語

正
平
十
九
年
（
一
三
六
四
） 

堺
版
『
論
語
集
解
』
刊
行
（
巻
子
本
様
式
改
変
）

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
） 

刻
工
集
団
渡
来

同　
　

年 

五
山
版
『
禅
林
類
聚
』（
袋
綴
綫
装
本
）
刊
行

同　

七
年
（
一
三
六
八
）
以
後 

五
山
版
『
五
灯
会
元
』（
袋
綴
包
背
装
本
）
刊
行

応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
以
前 

『
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
』
を
編
集

 

こ
の
頃
、「
普
門
院
」印
鈐
記（
胡
蝶
装
本
、袋
綴
改
装
）

同　

年 

五
山
版
『
月
江
和
尚
語
録
』（
三
張
掛
け
）
刊
行

こ
の
頃 

  

五
山
版
『
翻
訳
名
義
集
』『
祖
庭
事
苑
』『
毛
詩
鄭
箋
』

『
三
註
』『
精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』『
詩
人
玉
屑
』

（
三
張
掛
け
）
刊
行

嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
） 

  

五
山
版
『
新
刊
五
百
家
註
音
弁
唐
柳
先
生
文
集
』（
袋

綴
綫
装
本
）

【
室
町
時
代
】

宝
徳
四
年
（
一
四
五
二
）
頃 

「
金
澤
文
庫
」
印
鈐
記
（
胡
蝶
装
宋
版
）

長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
以
前 

覆
正
平
版『
論
語
集
解
』（
片
面
刷
り
版
本
様
式
）刊
行

永
正
十
四
年
（
一
五
一
八
）
以
前 

五
山
版
『
五
灯
会
元
』（
袋
綴
包
背
装
本
）
印
刷
装
訂

享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
以
前 

五
山
版
『
韻
鏡
』（
袋
綴
様
式
）
刊
行

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
頃 

  

越
前
版
『
新
刊
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』（
袋
綴
様

式
）
刊
行

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
以
降 

足
利
本
『
文
選
』（
胡
蝶
装
宋
版
）
袋
綴
改
装

こ
の
頃 

袋
綴
包
背
綫
装
の
写
本
流
行

（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
教
授
）


